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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期

第３四半期累計期間
第93期

第３四半期累計期間
第92期

会計期間
自2020年４月１日
至2020年12月31日

自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

完成工事高 （千円） 10,147,403 11,412,897 15,223,703

経常利益 （千円） 330,487 616,361 956,549

四半期（当期）純利益 （千円） 249,538 534,048 489,749

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 5,178,712 5,178,712 5,178,712

発行済株式総数 （千株） 2,237 2,237 2,237

純資産額 （千円） 18,299,468 18,833,174 18,832,156

総資産額 （千円） 24,510,647 24,700,479 26,647,619

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 113.28 243.47 222.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 40.0 40.0 90.0

自己資本比率 （％） 74.7 76.2 70.7

 

回次
第92期

第３四半期会計期間
第93期

第３四半期会計期間

会計期間
自2020年10月１日
至2020年12月31日

自2021年10月１日
至2021年12月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） 7.92 △36.12

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期会計期間の期首か

ら適用しており、当第３四半期累計期間及び当第３四半期会計期間に係る主要な経営指標等については、当

該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、第１四半期会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適

用しております。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け依然として不透明な状況が

続く中、感染対策の浸透やワクチン接種の進展等から一部経済活動に回復の動きが見られました。しかしながら、変

異株による感染拡大の懸念もあり、予断を許さない状況が続きました。

当業界におきましては、橋梁事業では保全工事の比重が高まっておりましたが、当第３四半期会計期間からは徐々

に新設鋼橋の発注も進み、今年度は昨年度を上回る発注量が期待できる状況となりました。鉄構事業では、首都圏を

中心とした大型再開発事業だけでなく、物流倉庫等への投資や製造業の工場建設需要も旺盛な展開を見せ、鉄骨需要

はようやく端境期を脱し回復基調へ向かいました。しかしながら、鋼材や副資材の価格高騰と納期の長期化が採算面

に与える影響は大きく、受注に向けては慎重な取り組みを求められました。

このような状況のもとで当社は、橋梁事業では限られた経営資源を最大限に活用するため、対象案件を絞った受注

活動を継続することで、徐々に受注高を伸ばすことが出来ました。鉄構事業では、上半期での目標案件の失注を補う

べく、工場の稼働確保と採算の改善を目指した営業活動を継続しましたが実を結ばず、受注高は極めて低調な結果と

なりました。

当第３四半期累計期間の経営成績は売上高11,412,897千円（前年同四半期比12.5％増）、営業利益443,017千円

（前年同四半期比83.6％増 ）、経常利益616,361千円（前年同四半期比86.5％増）、四半期純利益534,048千円（前

年同四半期比114.0％増）と前年同四半期比では増収増益となりましたが、当第３四半期累計期間内の推移として

は、第１四半期会計期間に橋梁事業で相応の利益を確保したものの、第２四半期会計期間、第３四半期会計期間では

利益を伸ばすことが出来ず、停滞感の漂う状況が続きました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　橋梁事業

橋梁事業における当第３四半期累計期間の売上高は8,875,844千円（前年同期比0.6％減）、セグメント利益は

649,209千円（前年同期比58.7％増）となりました。また、当第３四半期累計期間の受注高は10,474,887千円（前

年同期比4.5％増）となり、当第３四半期会計期間末の受注残高は18,902,110千円（前年同期比15.3％増）となり

ました。

②　鉄構事業

鉄構事業における当第３四半期累計期間の売上高は2,537,052千円（前年同期比108.9％増）、セグメント損失は

206,191千円（前年同期はセグメント損失167,676千円）となりました。また、当第３四半期累計期間の受注高は

182,000千円（前年同期比92.8％減）となり、当第３四半期会計期間末の受注残高は3,095,912千円（前年同期比

39.1％増）となりました。

 

当第３四半期会計期間末の総資産は、24,700,479千円で前事業年度末比1,947,140千円の減少となりました。主な

要因は保有工事の減少に起因する、受取手形・完成工事未収入金および未成工事支出金の減少であります。負債も同

様に、前事業年度末比1,948,157千円減少し、5,867,305千円となりました。主な要因は支払手形・工事未払金、短期

借入金、未成工事受入金及び工事損失引当金の減少であります。これらの結果、純資産は自己株式の取得や、その他

有価証券評価差額金の減少がありましたが、前事業年度末比1,017千円増加し、18,833,174千円となりました。
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（2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、22,640千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,560,000

計 6,560,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
　（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,237,586 2,237,586
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式

単元株式数100株

計 2,237,586 2,237,586 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年10月１日～

2021年12月31日
－ 2,237,586 － 5,178,712 － 4,608,706

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 34,900 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,192,700 21,927 同上

単元未満株式 普通株式 9,986 － －

発行済株式総数  2,237,586 － －

総株主の議決権  － 21,927 －

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

高田機工株式会社
大阪市浪速区難波中

２丁目10番70号
34,900 － 34,900 1.56

計 － 34,900 － 34,900 1.56

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2021年10月１日から2021年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 3,706,834 4,357,118

受取手形・完成工事未収入金 11,281,321 8,765,095

有価証券 100,740 －

未成工事支出金 503,184 78,068

材料貯蔵品 19,120 18,313

その他 128,528 119,355

貸倒引当金 △32,900 △25,300

流動資産合計 15,706,830 13,312,652

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 4,363,723 4,368,601

減価償却累計額 △3,585,433 △3,629,374

建物・構築物（純額） 778,289 739,227

機械・運搬具 4,441,670 4,074,291

減価償却累計額 △4,108,779 △3,692,425

機械・運搬具（純額） 332,891 381,866

土地 5,315,001 5,315,001

その他 990,958 1,484,659

減価償却累計額 △867,859 △855,477

その他（純額） 123,099 629,181

有形固定資産合計 6,549,282 7,065,277

無形固定資産   

ソフトウエア 12,103 12,008

その他 8,673 8,641

無形固定資産合計 20,777 20,650

投資その他の資産   

投資有価証券 3,720,860 3,597,221

従業員に対する長期貸付金 17,684 14,582

前払年金費用 259,432 301,302

その他 437,552 453,622

貸倒引当金 △64,800 △64,830

投資その他の資産合計 4,370,730 4,301,898

固定資産合計 10,940,789 11,387,826

資産合計 26,647,619 24,700,479
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2021年３月31日)
当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金 3,188,936 ※ 2,335,585

短期借入金 2,200,000 1,800,000

未払法人税等 156,278 －

未成工事受入金 1,025,981 820,849

賞与引当金 191,650 88,670

工事損失引当金 466,480 252,291

その他 362,647 321,126

流動負債合計 7,591,974 5,618,521

固定負債   

繰延税金負債 90,960 104,944

退職給付引当金 132,528 143,839

固定負債合計 223,489 248,783

負債合計 7,815,463 5,867,305

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,178,712 5,178,712

資本剰余金 4,608,706 4,608,706

利益剰余金 8,335,347 8,671,158

自己株式 △145,227 △391,443

株主資本合計 17,977,537 18,067,132

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 854,618 766,041

評価・換算差額等合計 854,618 766,041

純資産合計 18,832,156 18,833,174

負債純資産合計 26,647,619 24,700,479
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

完成工事高 10,147,403 11,412,897

完成工事原価 8,959,930 10,035,181

完成工事総利益 1,187,472 1,377,716

販売費及び一般管理費 946,129 934,698

営業利益 241,343 443,017

営業外収益   

受取利息 6,561 7,563

受取配当金 81,856 93,277

投資有価証券売却益 8,804 44,958

その他 23,846 45,070

営業外収益合計 121,069 190,870

営業外費用   

支払利息 9,221 7,190

支払保証料 8,622 4,765

支払手数料 4,653 4,383

その他 9,427 1,187

営業外費用合計 31,925 17,526

経常利益 330,487 616,361

特別損失   

投資有価証券評価損 43,776 －

特別損失合計 43,776 －

税引前四半期純利益 286,710 616,361

法人税、住民税及び事業税 24,528 39,892

法人税等調整額 12,643 42,420

法人税等合計 37,172 82,312

四半期純利益 249,538 534,048
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当

該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来は、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、当事業年度より

原則として履行義務を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。なお、

履行義務の充足に係る進捗率の合理的な見積りが出来ない工事については、原価回収基準を適用しております。

また、一時点で充足される履行義務は、工事完了時に収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は171,650千円減少し、売上原価は141,435千円減少し、営業利益、

経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ30,215千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高に与

える影響はありません。

なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が

定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

なお、これによる影響はありません。
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（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の影響につきましては、収束時期が見通せず、2022年３月期の一定期間はその影響が

及ぶとの仮定の下で、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

　なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した内容から、重要な変更はありません。

 

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期会計期間末日が金融機関の休日でしたが、満期日

に決済が行われたものとして処理しております。当四半期会計期間末日満期手形の金額は、次のとおりでありま

す。
 

 
前事業年度

（2021年３月31日）
当第３四半期会計期間
（2021年12月31日）

支払手形 －千円 23,769千円
 
 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

減価償却費 182,569千円 177,495千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月24日

定時株主総会
普通株式 110,142 50.0 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金

2020年11月13日

取締役会
普通株式 88,113 40.0 2020年９月30日 2020年12月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後とな

るもの

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月24日

定時株主総会
普通株式 110,133 50.0 2021年３月31日 2021年６月25日 利益剰余金

2021年11月11日

取締役会
普通株式 88,104 40.0 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間末後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2021年12月１日開催の取締役会決議に基づき、自己株式91,500株の取得を行いました。この自己

株式の取得等により、当第３四半期累計期間において自己株式が246,216千円増加し、当第３四半期会計期

間末において自己株式が391,443千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自2020年４月１日 至2020年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 8,933,069 1,214,334 10,147,403

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 8,933,069 1,214,334 10,147,403

セグメント利益又は損失（△） 409,020 △167,676 241,343

　（注）　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自2021年４月１日 至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 橋梁事業 鉄構事業 合計

売上高    

外部顧客への売上高 8,875,844 2,537,052 11,412,897

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 8,875,844 2,537,052 11,412,897

セグメント利益又は損失（△） 649,209 △206,191 443,017

　（注）　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、

収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変

更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の「橋梁事業」の売上高は110,795千

円増加、セグメント利益は21,530千円減少し、「鉄構事業」の売上高は282,445千円減少、セグメント

損失は8,684千円増加しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当第３四半期累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

（単位：千円）

 橋梁事業 鉄構事業 合計

顧客の種類    

官公庁 7,112,741 － 7,112,741

その他 1,763,102 2,537,052 4,300,155

計 8,875,844 2,537,052 11,412,897

収益認識の時期    

一時点で移転される財 113,103 3,670 116,773

一定の期間にわたり移転される財 8,762,741 2,533,382 11,296,124

計 8,875,844 2,537,052 11,412,897

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

１株当たり四半期純利益（円） 113.28 243.47

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 249,538 534,048

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 249,538 534,048

普通株式の期中平均株式数（株） 2,202,824 2,193,482

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　2021年11月11日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………88,104千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………40円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年12月１日

（注）　2021年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 

2022年２月10日

高田機工株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 東浦　隆晴

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 西　　芳範

 

監査人の結論
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
高田機工株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの第93期事業年度の第３四半期会計期間
（2021年10月１日から2021年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（2021年４月１日から2021年12月
31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、高田機工株式会社の2021年12月31日現在の
財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ
る事項が全ての重要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期
レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レ
ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当
監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作
成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視
することにある。
 

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立
の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ
ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の
四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ
る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な
不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が
国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されてい
ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不
確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起
すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務
諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期
レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。
・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表
の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項
を含めた四半期財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象
を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レ
ビュー上の重要な発見事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を
遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去
又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しておりま
す。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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